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直近のアメ'ノカ英語史における油epm〃"ms('加r)の分析

一構文の談話基盤性を中心に－＊

柴崎礼士郎
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ThisstudyaimstoexploretherecentdevelopmentofshellnounconstructionswithafOCusonr/je

"oI)Je"Ms(r加t)inthehistoryofAmericanEnglish.Theconstructionhasthestrongtendency
toappearinfrontofthespeaker'sstatement,whichfacilitatesthespeaker-hearerinteractionin

immediatediscourse;theconstructionanticipatesupcomingtalk.Thisdiscourse-syntacticPattern
hascometoshowthespeaker'sstancetowardsthestatementtofOllow,asevidencedbytheemer-
genceofthefirstpersonpossessiveconstruction"zyprol)/e"zis.
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1．はじめに

本稿では､名詞pml)/e加を含む慣用表現〃ze"oZ)/e"zis(r〃〃）の談話機能を考察する。

例えば、Lo"g加α〃Djc"o"α〃qfco"花川ﾌom"E"g"s/z,fifthed.(以下LDOCE)(2012)

には以下の説明と用例が掲載されている。修飾語については別途考察する。

(1)a

b

the(only)problemis(that)…spokenusedbefbresayingwhatthemaindifL

ficultyinasituationis.

Theproblemis,thereisn'tenoughtime. (LDOCE2012:1382)

上掲例文から分かることは、//Zep7'06/e"1jsは話者の見解を含む後節の直前に生起し、談

話上の重要事項への（対話者の）注意喚起を促す機能を果たしている。また、LDOCE

(2012）は油e"ob/e"zisが話しことば(spoken)での生起率が高いことも指摘しており、

以下の学習用図書・辞書類からも類例を挙げることができる（鈴木・三木2011も参照)。

＊本稿の執筆に際して、3名の査読者および東泉裕子先生から貴重な御意見を頂きました。ここ

に御礼を申し上げます。本稿は、日本学術振興会科学研究費基盤研究(C)「英語史に見る主要部と

依存部の競合関係について」（研究代表：柴崎礼士郎；課題番号：25370569）による補助を一部受
けていることを明記しておく。
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2 語用論研究第16号

慣用表現を用いた教育・学習効果の高さが窺い知れる。

(2)a.theproblemis(that)…「問題は…だ」

b.Theproblemisthatlhavenoideawheretostart.

「問題はどこから手をつけてよいかわからないことだ」 （塚本2012:393)

(3)Theproblemis,we'rerunningoutoftime.

「問題は私たちにもう時間がないということだ」 （井上・赤野2003:1576)

(4)the(only)problemis(that)…「(唯一の）問題は…だ」

（瀬戸・投野2012:1560）

談話のつながりに用いられる(pml)/emを含む）名詞群の研究も多数報告されている

(e.g.@generalnounTinHallidayandHasanl976;@anaphoricnounrinFrancisl994;

Gcarriernoun#inlvani61991;｡shellnounTinSchmid2000;&numerative/catch-all

nouns'inHinkel2001;&signalingnounTinFIowerdewandForest2014)。こうした先

行研究の多くはAktasandCortes(2008:4-5)に比較可能な形でまとめられており、例

えば、co"ce"/tM""",jss"e,"es"ノハ花αso",pml)/e加等が共通する例として挙げられ

ている。また、異なる用語で研究が進められてはいるものの、Ivani6(1991:109)が指摘

するように、こうした名詞群は可変(variable)と不変(constant)の意味を持ち、そのう

ち可変的意味は用いられるコンテクストに依存しているという共通の性質を備えている。

(lb)の例を用いれば、p7'oI)/e"2の不変的意味は「問題｣、可変的意味は「十分な時間がな

いこと」となる。

本稿では、Schmid(2000)によって提唱されたGshellnounTという用語を用い、／〃e

"o"e"zis(/JM)構文の談話機能を分析する。Schmid(2000:4)によれば、shellnounS

とは抽象名詞であり、複雑な命題内容とも言える情報単位に対して、程度の差こそあれ概

念の外枠(6conceptualshellT)として使用可能なものと定義されている。上述の(lb)で

言えば、p7'oZ)Jemが概念の外枠であり、「十分な時間がないこと」が貝殻の中身(@shell

content'inSchmid2000:7)に相当する（第2.1節を参照)。

用語としてshellnounSを採用する理由は、該当する670もの名詞を分析したSchmid

(2000）が非常に体系的である点に加え、Schmid(2000)の名詞リストに基づく名詞

(句）の分類研究も報告されており、理論言語学だけではなく応用言語学への影響も推し

量ることができるからである(e.9.Gray2010;Lin2012)。以下、本稿を通じてshell

nounsを「貝殻名詞」と試訳するが、6shellnounconstruction#は冗長さを避けるために

｢SN構文」と略記する。

上述した一連の抽象名詞（句）研究のうち本稿と直接関係するものには､Aijmer(2007)

によるr〃e/tJc""h〃の研究（大室2005も参照)、Imo(2010)およびGunthner(2011)

によるドイツ語の研究、Keizer(2014)によるオランダ語と英語の対照研究がある。先行
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研究の多くが現代語研究であるのに対して、通時的側面にも焦点を当てたドイツ語研究と

してOtsuka(2014)があり､英語研究ではShibasaki(2014a,2014c)および柴崎(2014b)

がある。特に関連性の深いGiinthner(2011)では、ドイツ語の〃eS"c/zeM"ZzsD加g

"(GGthethingis")構文が後続する情報を予測する「投射句」(@prQjectorphrase')として

再分析されているとの報告がある。その証拠として後節の語順が「動詞第二位」の主節化

を果たしている点は、オランダ語でも確認可能である(Keizer2014)。尚、後続発話を予

測する機能はHopperandThompson(2008)のwh分裂文研究からの報告に基づいてい

る（第3節以降を参照)。

本稿の構成は以下の通りである。第2節ではSN構文の種類を提示し、更にpml)/e"z

に注目する理由と本研究の背景を説明する。第3節ではr/zepml)Je"zis(r加r)の談話機

能を分析し、第4節では油e"oI7/e"zis(油〃）がmy"oI)/e"zis(的〃）等の下位構文を

派生している点を指摘する。第5節はまとめである。本稿では剛eCo叩"sqfCo"花加一

脚”〃Ame"cα〃E"g"s〃〃90-2〃2（以下COCA)およびZ〃Sα"mB"rl)fJMCo叩"s

Qf"oke"A"me"cα〃E"g"S〃（以下SBCME)を中心的に用い、主に過去20年余りの現

代アメリカ英語におけるr/'e"oZ)/e"zis(rh〃）を分析する。必要に応じて他のコーパス

使用もあるが、その都度明記する。尚、紙幅の都合により、本稿では当該構文の現在形

(i.e.r/zepml)/e"zis(r〃〃))の分析に限定することを付記しておく。

2．研究の背景

2.1．SN構文

Schmid(2000:22)は貝殻名詞を用いた4形式のSN構文を紹介している（表l)。表

1は、Schmd(2000:22)から抜粋したSN構文の4形式を、AktasandCortes(2008:

5）に基づき各々 の中心的談話機能である後方照応(cataphoric)と前方照応(anaphoric)

の2機能に分類して加筆を施してある。

後方照応機能型および前方照応機能型には2形式のSN構文が存在し、前者にはそれぞ

れ3形式の構文が存在する一方、後者には下位構文がない。表中の例文では、太字部分

が貝殻名詞を表しており、下線部分は貝殻名詞の具体的内容を示す謂わば貝殻の中身

(shellcontent)を表しているo前述のように、本稿ではpmb/emを伴う後方照応機能型

のN-Z)e-的〃形式の現在形に注目し談話機能を分析する｡
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表1:SN構文の4形式(Schmid2000:22;AktasandCortes2008:5)

2.2．肋e"0"e"zis(肋αr)の談話における使用頻度と分布-COCAの場合

表2は、COC4におけるthe+shellnoun+isthat(N-I)e-r〃〃）構文に生起する貝殻名

詞のうち使用頻度順に上位10タイプをまとめている。Schmid(2000:59)の用いたコー

パス(BankofEnglish)では、"ob/e"z(2672例)、伽"g(1532例)、〃"ん(1235例)、

/tJcr(1218例）および伽"〃e(1034例）が同構文中に特に高い頻度で生起している。一

方、COC4を用いた場合にも同様の結果が出たことから判断すると、こうした用法は英

語一般に確認可能な現象と言えるかもしれない。尚、Schmid(2000)では、後接する補

文が補文化辞/〃αrを伴う場合と伴わない場合を明確に区分していない。本稿では、1）補

文化辞を伴う場合（以下theSNisthat)と、2)補文化辞を伴わない場合（以下theSNis

の）に小分類した上で談話における使用頻度を提示する。数値は素頻度を表している。

表2は幾つかの興味深い特徴を示している。まず、全体の頻度を見るとp706/emを含

むSN構文が最も多く使用されており分析対象とする理由付けともなる。しかし、the

SNisthatでは最も使用頻度が高いが、theSNisのでは3位に止まっている。つまり、

用いられる貝殻名詞の種類に応じて、後接の好まれる統語形態も異なることが分かる。顕

著な分布は？"“加刀と伽"gがtheSNisのとして用いられる傾向であり、特に？"es伽〃

の場合は直接疑問文を導く機能に特化している（柴崎2014b)。一方、形s"〃と‘城”"“

’

Function Pattern Abbreviation Example

昌
消
○
昌
口
国
飼
Ｑ

Shellnoun(N)+postnominalclause

Variants:r/I"-clause,

/oinfinitive-clause,

w/z-clause

ShellNP+Z)e+complementingclause

Variants:r/I"-clause,

roinnnitive-clause,

w/Z-clause

N+cl

N-/har

N-ro

N-w"

N-be-cl

N-be-r""

N-I)e-/o

N-Z)e-w/I

Mr.BushsaidIraqsleadershad

tofacethefactthattherestof

theworldwasagainstthem.

Theadvantageisthatthereis

ahugeaudiencethatcanhear

otherthingsyoumayhaveto

say.

呉
５
邑
号
ロ
く

Referringitem+(premod)+shell

noun

Referringitemassuhject+I)e+shell

noun (phrase)

N

r/z-N

/"-be

(Mr.Ashwasintheclearest

possibletermslabellingmycli-

entsasanti-semitic.)Ihopeit

1sunnecesssarytosay

accusationisalso

unjustified.

thatthis

completely

(Iwonthefreshmen'scross-

country.-Mm.)Thatwasa

greatachievementwasntit？
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はtheSNisthatとして用いられる傾向が強い。

表2:COCAにおけるthe+shellnoun+isthat/のの使用頻度（最終アクセス

2014/03/04)

Ranking Shellnoun (SN) TheSNisthat TheSNisD Tbtal

1 "oI)/e"z 1115 581 1696

2 血a 909 762 1671

3 9"es"o" 12 1029 1041

4 〃”/Z 455 508 963

5 poz"r 408 331 739

6 花α"な 407 133 540

7 伽"9 74 386 460

8 花s"〃 362 12 374

9 J"を7℃〃Ce 247 64 311

10 "ひ"〃e 115 185 300

表3:COCAにおける//zepml)/e"zisr加〃のジャンル別分布（最終アクセス

2014/03/04）

Spoken Fiction M

WIepm〃e"zis油α／ 439 53

ag
D

az1ne

291

Newspaper

140

Academic Tbtal

192 1115

5

(39.4％） (4.6％） (26.1％） (12.6％） (17.2％） (＝99.9％）

Wzepm〃e"zisの 358 38 112 56 17 581

(61.6%) (6.5％） (19.3％） (9.6％） (2.9％） (＝99.9％）

Tbtal 797 91 403 196 209 1696

(46.9％） (5.4％） (23.8％） (11.6%) (12.3%) (＝100％）

更に、COC4で分類可能なジャンル毎の分布は表3の通りである。括弧内のパーセン

テージはジャンル毎の相対頻度を表している。全体で約半数がspokenジャンルで使用さ

れ、特にtheSNisのでの使用頻度が高い。こうした事実は、〃zepyloI)/e"zisが口語でよ

く用いられているというLDOCE(2012)の説明を裏付けている。

!

I

i
l

｜
I
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2.3.Thepy･06Je"2is(肋伽）の統語的振舞い一SBCSAEの場合

LDOCE(2012)の説明にあるように、//zepyloI)/e"zjsを含む当該構文は口語で多く確

認できるとの予測がつく。Biberatal.(1999:448)はrhe伽"gとI)e動詞の組み合わせ

での使用頻度を紹介し、会話ジャンルの場合、100万語当たり20回以上の頻度で確認で

きると報告している。更に，伽〃he伽"gis,"'eo"ly伽"gisのような表現を「語彙的

塊／束」(@lexicalbundlefの試訳）と呼び、それらを「節の断片」(Gclausefragments'の

試訳）とみなしている(ibid.:1005)。こうした一連の調査結果から、／he伽"gisと類似

した表現を考察する場合、会話ジャンルでの振舞い方の分析が必要であると結論付けてい

る。

本稿ではアメリカ英語における〃zep71oI)/e"zjsの変化を考察するため、SBCSAEを検

索してみると以下の結果となった。(r"e)伽"gis(/〃〃）が24例、(rhe)加加js(r加r)

が4例、("ze)"o〃ど"z"tJc""es"o"js(油〃）がそれぞれ2例、(r"e)花α"nM/i"α"e"花α‐

so"is(r/M)がそれぞれ1例確認できた。尚、主要部名詞にrhe以外の修飾要素が確認さ

れる場合(i.e.,r/'ewJIoJe加加js,7"y加加js,rh加gis)も含めてある。

Schmid(1999:129)は、貝殻名詞部分と後接の内容部分(shellcontent)は別のイン

トネーション・ユニット(IntonationUnit,以下IU)として現れるのではないかと予想し

てはいるものの分析はしていない。SBCSAEでは//lep7oI)/e"zisの生起率は決して高く

ないが、IUに基づいて実際の会話が書き起こされているため、オーバーラップやポーズ

等､極度に雑多にならない程度に必要な情報も加筆されている。Chafe(1987:22)は「IU

とは、単独の首尾一貫した音調曲線の下に生起する纒まりを持った一連の語群であり、休

止が先行するのが通常である」("Anintonationunitisasequenceofwordscombined

underasingle,coherentintonationcontour,usuallyprecededbyapause")と定義して

いる。

以下に、(r/ze)"oI)/e"zjs(r"〃）の例をSBCSAEから引用し、IUに基づく会話の書き

起こしの実践例を提示する。該当箇所には下線が施してあり、丸括弧内の数字はSBC-

SAEのファイル番号を示しているol

(5)ALAN:Theproblemis,

%=withme,

notthatitcomesuptoomuch,(SBCSAEO60)

1SBCSAEの例文に用いられている記号は以下の慣例に基づいている。‘…'=mediumpause(be-
tweenO.3andO.6seconds);@..'=shortpause(aboutO.2secondsorless);@-'=truncatedword;

(H)=inhalation;%=glottalstop;.='meanslengthening.更なる詳細はDuBoisetal｡(1993)
を参照のこと。
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(6)ALAN:(H)myproblemis,

andit'saloteasiertodoitthatway,(SBCSAEO60)

用例数は少ないものの2例ともにIUとして独立している点は注目に値するo2つまり、(5)

のように後節に補文化辞〃z伽がある場合にも、IUのレヴェルで考察すると統語的な独立

度が確認され、Biberetal.(1999)の提唱する「節の断片」(Gclausalfragment3)と符合

するo3

3．肋e〃06陀加な(肋at)の談話機能

3.1．話題導入機能

後方照応機能を担う油e"ol)/e"zis(的〃）には、(7)の例にあるように（問題として

の）話者の見解を提示する事例がある。以下、COC4の例文への最終アクセスは2014年

ll月24日である。

(7)LIMBAUGH:Oh,man,toomuchcom-don'tfindjobs.I'mgoingto-I-I

hopethisdoesn'thurtyourfeelings.I've-itprobablywill.I'llbetthepr

-theproblemhereisnotthatyoucan'tfindajob.Theproblemisthereare

jobsyouwon'ttake.That'Stheproblem

(1995COCA:SPOK,""L加加"g〃）

(7)では、聞き手に対する配盧から’ん叩e伽sdOes"'r/z""yo"γたe""gsを前置きし、

更に指示代名詞伽sの後方照応機能を活かし、直後に提示される話者の見解の布石とし

ている。しかし、2つ目の下線部分の直後にある的e”α形ﾉoZ)syo"wo"'r〃舵が新情報

として提示され、問題内容を再確認する/加耐r/Dep71oI)/e碗をもって当該談話に区切りが

ついている。換言すると、当該談話内容の前後に、話題導入機能を果たす肋epy'oZ)/e"zis

(r〃〃）と話題集約機能を果たすrh〃's"zep71oI)/e"zがそれぞれ使用され、shellcontentに

対して対照的な分布が確認できることになる。（8）に図示する。

(8)[theSNiis(that)shellcontentthat'stheSN']disc｡urse

2参考までに、SBCIAEにおける〃zepo加〃s(//I")は4例中3例が後節と別のIUに生起してお
り、〃ze伽"gis(r加r)は、24例中21例が"ze伽"gis"z"のチャンクとして独立したIUに生起

している（第4.1節も参照)。つまり、shellcontentの部分とは切り離された統語的振舞いが非常に

強いことが分かる。

3データの中にはr/iepyloI)Je"zis,/肋r…も確認可能である。しかし，用例数としてCOC4で25
例（0.05perml.)、COHAで1999年に1例(0.04pernl.)のみと少ないため本稿では取り上げな

い（共に2013年11月29日にアクセス)。

｜

’
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談話上のこうした分布は必ずしも貝殻名詞の語義によるものではない。つまり、前後で

使用される貝殻名詞が異なる場合も可能である。例えば以下の例がある。

(9)ROBERTS:…ifNewtGingrichweretonotbeafactorhewouldgetthema-

jorityofNewtGingrich'ssupportersandbeabletorollalloverMittRomney

inalotoftheseconteststhatareremaining.Theproblemis,canhegetto

l144delegates？That，stheopenquestion,Bret

(2012COCA:SPOK,FbxBaie7)

(10)Velez-MITCHELL:Youknow,thethingis,nobody'severgoingtofeelsorry

fOrJenniferAniston.That'stheproblemwiththewholepremise.

(2009COCA:SPOK,CNⅣS肋w肱）

（9）では、どれだけの支持を得ることができるかが話題となっている。話者が問題とす

る内容が〃zepyloZ)/e"zisの直後にcα〃hege〃o〃“mejeg〃“？として提示されている

が、この見解（話題）をt〃〃，卯he叩e〃9"es加刀と換言してまとめている。つまり、話題

導入時には、後接の内容(shellcontent)を「問題」(p7'o"e"z)として対話者に理解して

欲しいという意図で、話者は「問題」(pml)Je"z)というラベル(@label'inFrancisl994)

を使用している。しかし、対話者との相互作用を経て（そして恐らく談話全体の流れを考

盧に入れ）「未決/保留問題」（叩e〃9"鄙加"）とラベルを改めている。ここで言う「ラベ

ル」とは、関連する談話部分を要約する(&encapsulate')機能を担うという意味である

(Francisl994:85)｡(10)では、「要は、問題は」(rh〃"加gis)とラベル付けされたもの

がr/I"'卯hepml)Je碗でまとめ直されている。改めて図示すると以下のようになる。

(11)[theSNjis(that)shellcontentthat'stheSN"]discourse

Ivani6(1991)の論文の表題にもあるように、発話時に最適と思われる貝殻名詞は、話

者が「コンテクストを探し求めて」(insearchofacontext)主体的に選ぶものである。

Schmid(2000)では、pml)/e恥伽"g、9"“伽〃は細かく見ると異なる分類になってい

る。しかし、当該談話の前後に生起するtheSNis(that)構文とthat'stheSN構文の中

に、話者の主体性に従って貝殻名詞は（比較的）互換的に使用されており、正に談話基盤

型の構文と言える。

3.2．話題展開機能

一方、(11)で提示したように、当該談話が次の談話に連鎖する場合もある。例えば

(12)がその一例である。

(12）CROWLEY：Butyousaidtherewasn，taterrorthreat,right？
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KERRY:Oh,thereisnow.That'stheproblem.Theproblemisthatwhere

therewasn'taconnectiontoalQaeda,…(2004COCA:SPOK,CMV助加）

イラクにアメリカ軍を駐屯させることについて、CrOwley氏はテロの脅威が無いとの理

解だったのでKerry上院議員に説明を求めている。しかし、このインタヴュー時にはテ

ロの脅威があるとされていたため、ケリー上院議員は「そこが問題だ」（/加r's//lep71oI)-

/e"z)と返答している。そして、その話題を展開させるべくt/Zep71oI)/e"zis"Z"を用い、

アル．カーイダとの繋がりが見えない点が問題だと加えている。第3.1節の例文と異なる

部分は、(12)のr/Iepm"e"zisr〃伽が後方照応機能を果たしてWﾉze7er/zey'ewqs"'r"

co""ec加刀"α/Q"e伽を指しているだけではなく、／〃〃'sr/zep71oI)/emで集約された内

容をも前方照応的に部分的に指している点である。

一方、当該談話を〃z"'S"orr/lep7106/e加で一度まとめ、その直後に真の問題点を油e

"oI)/e'"is(r"〃）によって提示する事例もある。(13)がその一例である。

(13)$6OurguyswearNikeandPonyshoesandAir-Maxhelmets,justlikeNotre

DameorMichigan.That'snottheproblem.Theproblemis,wedon'thave

anyTyroneWheatleys." (1994COCA:NEWS,ⅣEw肋戒TY"zes)

話者(DouglasFowlkesコーチ）によれば、彼のアメリカン・フットボール・チームは

ノートルダムやミシガンのチームの様な着こなしをしているが、そのこと自体が問題では

なく、真の問題はTyroneWheatleyのような優れたランニングバックがいない点である、

という談話の流れである。（12）同様、ミクロ・レヴェルでは異なる話題であるが、マク

ロ・レヴェルでは関連する二つの話題が連鎖しており、"zep71oI)/e"zjsは前方・後方照応

の二つの機能を担っている。

二つの談話を繋ぐ構文連鎖の場合にも、前後で異なる貝殻名詞を使用する事例が確認で

きる。(14)に例示する。

(14)BUCHANAN:You'retalkingaboutacadreoftrainedscientists,basically...

（一部省略）…Theycan'treallymeetintheMiddleEast,noteasily,anyway,

sothey'reoften-theirmeetingsareoftenoutside,sometimesinTurkeyor

intheUnitedStates.That,youknow,intermsoftheirownrelations,that's

notaproblem・Thequestionis,howdoyouconveythismessageof,you

how,theimportance-anditisaregionalquestion.

(2003COCA:SPOK,CNⅣ肋s噌肱）

アメリカ軍の幹部団が中東へ赴かず、トルコや合衆国内に止まって会議に応じる点が話題

になっている。幹部の能力や職務上そのこと自体は問題ではない（"Z"'S〃〃α"ol)/e"z)

’
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が、その点に関する問題・疑問

うことで、更に、一連のマクロ

いる。談話の流れを図示すると

(9"邸加"）は、重要なメッセージをどう伝えるのかとい

'レヴェルの談話を〃is""gio"α/9"eS"o〃でまとめて

(15）になるo4

(15)I shellcontentthat's(not)theSN#

[theSN"is(that)…shellcontentthat'stheSN"

]micr｡_disc｡ursellmacrO-

｝……]micr｡_disc｡urse2

本節を終える前に、r〃〃's("or)rﾉze"oI)/emとｵﾉ'epml)/""js(rhar)の連鎖の重要性

を別の視点から考えてみる。一例を（16）に示す。

(16)MARK-COOPER-1CONS#:Well,but-ofcoursethat'stheproblemisthat

they'veunderinvestedincapacity (2009COCA:SPOK,ABC20/20)

一見して分かるのは、がzepml)/e碗を軸として/〃伽'Sr/ze"ol)Jemとr/zepml)Je"zisr加／

が融合している点である。このように、ある語あるいは句を共有した二つの節から成る構

文は「共有構文」(@apokoinou')(OED,s.v."oko加o"）と呼ばれ研究も進んでいる(e.g.

Lambrechtl988;Hopper2007)。注目したいのは、前方照応形のr加r's"zepml)/emと

後方照応形の〃zeprol)/e"zjsrh〃が情報連鎖に沿った形で融合しており、逆の連鎖は確

認できない点である。恐らく、コーパスで確認できる以上に(12)のような構文連鎖が起

こり、（16）のような共有構文が創発されたのではないかと推察できる。詳しくは柴崎（近

刊a)を参照されたい。

3.36発話開始位置と構文連鎖

Giinthner(2011:18-19)は、ドイツ語のJjeS"cIzeisWZJsD加g"("thethingis")

構文が｢投射句」(@PrQjectorphrase')機能を果たして後続する情報を予測する点、重要事

項を何らかの理由で遅らせる点などを指摘している。（17）はその一例である。尚、本稿

では、G伽thner(2011)で使用されている転写方法を分析上支障の無い範囲で略記して

ある。英語訳もG伽thner(2011)に従っている。［］＝overlap;字:levelpicth。

(17)Elke

Birte

unddannauchvie-vielleicht,

lieberdasThema.

DasDingistaberauch-

4Schmid(2000:193)でもthat'sa(n)/theSNの事例が紹介されているがpF1oI)Jemの事例は挙
げられていない。尚、ドイツ語でも血s加伽sPy'oI)/e"z@thatistheproblem'と伽s航e加Pml7-

/e"z｡thatisaproblem'という構文上のヴァリエーションが確認できる点を付記しておく(Otsuka
2014を参照)。
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dasslchinderGermanistikpromovierenwiⅡ、

Elke:[mhm]

Birte:[und]deshalbeinGermanistischesThemabrauch.

(Elke:andthenalsoper-perhaps,thistopicwouldbebetter.Birte:butthe

thingisalso-thatlwanttogetmyPh.D・inGerman.Elke:[mhm]Birte:Iand]

that'swhylneedatopicwithinGermanistics.)(Giinthner2011:15)

（17）は大学講師のElkeと大学院生Birteとの会話からの抜粋である。博士論文の準備

をするBirteに対して、Elkeは最初の発話部分で修士論文と同じテーマを掘り下げるのが

良いと提案している。それに対してBirteは伽sD加g航αI)eγα"cJI(G6butthethngis

also-")を用い、修士論文のテーマであった一般言語学ではなく、ドイツ語学（あるいは

ゲルマン学）で博士号を取得したいとの本音を打ち明けている。指導教員であるElkeに

対する跨跨が読み取れるだけではなく、αI)eγα"cIz("butalso")との共起により、異なる

見解が提示されるとの予測も可能である（第1節参照)。

ここで注目したいのは、伽sD加g航("ss)が後続の情報を予測する機能だけではな

く、発話の開始部分で用いられている点である。Gunthner(2011)で紹介されている全

ての例文で〃"sD加g航("ss)が発話開始位置に生起していることから、伽sD加g航

(伽“）は後続の情報提示だけではなく、前述の情報に対する対比機能も果たしているの

ではないかと推測できる。（5）の油e"oI)Je"zisJP(10)のrhe伽"gisも同様の機能を

果たしていると思われる。

一方で、第3．2節では、"Z"'s("or)"'e"oI)/e碗とrl'e"oI)/e"zis(r〃〃）が連鎖する

事例も考察した。では、同様の構文連鎖は発話開始位置、つまり対話者の順番交替(tum-

tahng)の位置で確認できるだろうか。(18)は(12)の再提示である0

(18）CROWLEY：Butyousaidtherewasn，taterrorthreat,right？

KERRY:Oh,thereisnow.That'stheproblem.Theproblemisthatwhere

therewasn'taconnectiontoalQaeda,…(2004COCA:SPOK,CMV加加）

(19)KROFT:(Voiceover)Howlongcanthenewgovemmentaffordtopaymllions

ofdisgruntleddefenseworkerstodonothing？Shlykovthinksmaybeayear，

butthat'snottheproblem.

Mr-SHLYKOV

whOleyear.

Theproblemisthatthepeoplewon'tbestayingidlefOra

(1992COCA:SPOK,CBSSmy)

近い例として(18)が挙げられるが、今回考察したデータ中には発話開始位置での構文連

鎖は確認できなかった。一方、話者がr"〃's"orr/zep7ol)/emで発話を終え、対話者が

"zepm"e"Ms油硴で発話を開始する事例は(19)で確認できる。

I

i

l

F

｜
I

｜
｜
ﾄ

I
【
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ところが、ドイツ語では発話開始位置での構文連鎖が確認できる。

(20)Reich-Ranich,M.:DasistdochnichtdasProblem.DasProblemist,diejun-

genAutorendebUtierenmiteinemgutenBuch,UndnachdemerstenBuch

kommtnurnochMist.(1989DWDS,D""""jsc/leg"α"e";Otsuka2014)

(Reich-Ranick,M､:Thatisnottheproblem.Theproblemis,theyoungau-

thorsdebutwithagoodbook,and/butafterthefirstbookcomesonlyrub-

bish.)

紙幅制限のためこれ以上の例文を提示できないが、Gunthner(2011)の指摘の通り、

対話を通して言語が変化してゆくことは間違いないと思われる。また、Schmid(2000)

がSN構文を前方照応型と後方照応型に分類した点（表l)も、第3.1節で分析した事例

から説得力があると判断できる｡一方で、第3．2節で注目した構文連鎖、構文の融合、そ

して、様々な構文連鎖の在り方を可能とする発話開始位置に注目すると、更なる談話機能

が確認できる可能性も否定できない｡貝殻名詞の内容を表すshellcontentは特定の発話

状況下に関連する一時的なものである(Schmidl999:113)。その意味で、話者はtheSN

is(that)とthat'stheSNという話題の前後に固定して配置される構文を使用し、刻々と

変化する談話に応じて適切な貝殻名詞を選び、談話の流れを主体的に作り上げている。結

果的に確認されうる(15)および(11)のような構造は、正に構文の談話基盤性を裏付け

ている。

4．談話機能に伴う文法化

前節までに、SN構文が談話基盤型であり、対話者との相互作用および発話開始位置が

重要な役割を果たしていることを確認した。一方、貝殻名詞のどのラベルを選んで貼るの

かは話者であり、場合によっては話者のスタンスが貝殻名詞のラベル付けに反映される可

能性も考えられる。そこで、p706/e〃の直前に用いられる修飾語を表4にまとめ、rhe

p7'oI)/e"zj卯加rに関係する文法化の事例を考察する。尚、数値は素頻度を表している。
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表4:COCAにおけるp71oI7/emの直前の修飾語上位12タイプ（最終アクセス

2014/03/12)

4.1．形態統語的縮約一のproりん碗isZ

表4は興味深い分析結果を提示している。例えば、修飾語を伴わないの"oZ)/e"zjs表

現が第2位の頻度を示し、且つ、補文化辞を伴わない非制限的な用法に限定使用されて

いる。統語的制約が相対的に緩いこの用法の場合、繰り返し使用されることにより形態統

語的な縮約の度合いが進行しやすくなり、一つのチャンクとして固定化されているとも解

釈できる。Bybee(2010:7,34)によれば、チャンク化(@chunking')とは共に用いられ

る一連の構成単位がより複雑な構成単位を作り出すプロセスであり、構文(Gconstruc-

tionT)や定型表現(Gfbrmulaicexpressions')の形成に不可欠であると説明されている。

以下に一例を示す。

’

(21)AVUTO,HOST:Well,thepresidentisgettingrestless.Hewantsastimulus

packagenow.Problemis,theoneintheSenateisn'ttheonehewants.

(2001COCA:SPOK,FbxCcJv"o)

(21）では定冠詞と補文化辞の省略されたのp7oZ)/e"zisのが確認でき、上述のBybee

(2010）の指摘通り定型表現化された事例と見倣せる。こうした形態統語的縮約の事例

は、の加加jsの(Shibasah2014a)、の伽"gjsの(Shibasaki2014c)、のんc〃sの（柴

Ranking Pre-modifier problemisthat
’

problemisの rlbtal

1 the 1115 581 1696

2 の 0 55 55

3 another 47 0 47

4 one 44 2 46

5 my 18 13 31

6 our ll 4 15

7 his 10 1 11

8 yOur 8 2 10

8 only 3 7 10

10 their 4 1 5

11 her 3 1 4

12 whole 3 0 3
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崎近刊b)にも確認でき、反復使用に伴う文法化の縮小事例と判断できる。

4.2．話者のスタンスと下位構文の派生一加yproble"zis(肋αr)

表4には、人称代名詞の所有格形が全て確認でき、中でも一人称単数形加yの使用頻度

が高い。つまり、後続するshellcontentが話者の見解であるだけではなく、話者自身に

とっての問題であることを、〃Tyは先行する貝殻名詞とともに明示している(Chafel994:

221も参照)6主観化を統語面から裏付ける事例研究は余りないが(cf.Company

2006)、//ze"oI)/e"Ms(r〃〃）構文の場合には、後続のshellcontentに対する話者のスタ

ンスが統語的に顕在化し、更には他の人称形をも派生させている（表5を参照)｡COHA

=WleCo""sQfHMo"c"/A加刎cα〃E"g"s"1810-2009。

表5:COHAにおける「人称代名詞+problemis(that)」形（最終アクセス

2014/11/21)5

5表5に提示した「人称代名詞+problemis(that)」は全ての例であり、部分的に抽出したもので
はない。尚、CLMETEVIOEDおよび肋eHセノs加財Co叩"sQfE"g"sﾉzTbx"(EarlyModernEng-

lishPartl500-1710)を用いたが、より古い事例を確認できなかった点を付記しておく。

の
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表5は「人称代名詞+"ob/e"zis(r〃〃)」形の史的発達をまとめたものである。数値は

素頻度を表し、括弧表示のものは、当該事例の補文(i.e.shellcontent)部分が定形節で

はなくTO不定詞の場合を示している。本稿の中心的考察対象である"zepylo"e"zis

(肋〃）構文とは異なるが、本節では貝殻名詞を修飾する人称代名詞に焦点を置くため表5

に含めた。尚、表1の分類では、N-be-的〃とN-be-〃の両方がN-I)e-c/の下位構文とみ

なされている点も確認されたい。

表5で注目したいのは、人称代名詞による貝殻名詞の修飾が1人称形に始まり、2人称

形の派生を経て3人称形へと拡大しており、正に人称階層に沿うように人称代名詞の修

飾用法が発達している点である(Shibasaki2014a:104-105も参照)。注意したいのは、

2．3人称の修飾語が使用される場合である。以下に例示する。

(22)BARONE:Yeah.Hisproblemisthat,really,he－Ithinkit'sliterallyimpossi-

blefOrhimtoreconcilethesestatementthathemadeunderoathintheJanu-

aryl7thdepositioninthePaulaJonescase,...

(1998COCA:SPOK,FbxH""ze)

(23)@GHisproblemisthatiflsay,"Bradley,putyourshoesintheclosetandthengo

brushyourteeth, (1999COCA:MAG,Zb"ysRJ花加）

｜
｜

’（22）では〃spml)/emと発話されているが、直後のI伽"kに示されるように「話者が

考える彼の問題」という話者自身のスタンスが見て取れる。（23）も同様で、「言うのもな

んだけど」(W"y)という発言に示されるように、「話者が考える彼の問題」であること

が分かる。以下の事例も考えてみる。

’
ｌ
Ｄ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ト
ー
１
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
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ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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↓
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Ｉ
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ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
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Ｉ
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Ｉ
ｆ
ｌ
ｌ
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Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
４
ｆ
Ｉ
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
４
１
１
唖
ｆ
１
Ｉ
ｊ

(24)Mr-MULLENIX:Rightthere.Greensweaterwiththispurse.Theproblemis, ’

isthat,youknow,you'reonlyintwoorthreeframesusually

(2009COCA:SPOK,CBS48肋"応）

（24）では、r/zep71oI)/e"zis,is,r/z"が用いられているが、shellcontentを提示する前に

yo〃肋owを用いて、話者自身の見解を対話者へ提起している。形式上は碗yp71o"e"lis

ではないが、対人関係機能を有するyo"k"owを用いた話者のスタンス提起であるo6

文法化研究では､■元々の表現が（例えば形態統語的に）縮小する一方で、作用域が拡大

する点も指摘されている(e.g.TifaugottandTifousdale2014:96-112;小野寺2014)。後

者の場合、主観化あるいは話者のスタンスや発話態度の増加（小野寺2014:14)などが関

6尚、（24）に見られるコピュラの二重使用に関する事例研究として柴崎（近刊b)があり、研究の
概観と検討事項も紹介されている。
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係していると思われるが、加y"oI7/e"zjs(r加r)のように文法的に確認可能な形で話者の

スタンスが創発する事例は取り立てて報告されていないようである（ただしImo2010を

参照されたい)。その意味で、r/ze"oI)/e"Ms(r加r)を含むSN構文は更なる考察に値す

る言語現象と判断できる。

5．総括

SN構文は談話構造に直結した構文である。SN構文としての油ep7'oI)/e"zjs(rh〃）の

場合、後行する内容節(shellcontent)との位置は（調査した限りでは）固定している。

仮に、内容節よりも後にSN構文を使用する場合には、前方照応機能を有するr"〃's//le

p7oI)Je〃を用いることになる。つまり、theSNisthat/の構文は、談話機能上「話題導入」

に特化した構文であり、一方、that'stheSN構文は「話題集約」に特化し、それぞれ中心

となる談話部分の前後に対称的に生起している（第3.1節)。一方、r〃〃'Iw/ze"o"emと

r/zepy'oZ)/e"zis(r〃〃）が連続して使用される事例も考察し、両構文の連鎖からr加t's//Ze

"ol)/e"Ms(r〃〃）…という共有構文(apokoinou)が創発している点も確認した（第3.2

節)。また、対話の視点から構文使用を考察すると、発話開始位置が重要な役割を担って

いることも提示した（第3．3節)。この事実は、単純に一つの話題（あるいは命題）の前後

のみを機械的に考察するだけでは談話分析として不十分であるという、分析手続き上の問

題を示唆している。

文法化の事例も考察した。一つは形態統語的縮約の事例（のp7oI)/e"zisの）であり、も

う一つは話者のスタンスが統語的に顕在化する事例("zy"ol)/e"zjs(r〃〃))である。後

者は、文法化する表現が新しい意味を発展させると同時に、話者のスタンスが統語面に反

映される事例である。

直近のアメリカ英語史における"ze"oZ)/e加な(r加r)の分析により、構文と談話構造

の密接な関係を提示することができた。今後の課題としては、構文と談話構造の相互関係

を更に検証するための通時的調査が挙げられる。構文自体の談話基盤性が時間とともに強

度を増しているか否かも重要なテーマとみなせるからである。稿を改めて論じたい。
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